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財
政
状
況
を
分
野
ご
と
に
見
て
み
る
と
、

自
ら
稼
げ
る
収
入
と
貯
金
が
少
な
く
、
支

出
と
借
金
が
少
々
多
い
家
計
の
た
め
、
ゆ

と
り
が
な
い
よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
で
は
、

す
べ
て
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
今

の
と
こ
ろ
財
政
運
営
に
黄
色
信
号
は
点
灯

し
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
17
年
度
か
ら
踏
み
切
っ

た
「
行
財
政
改
革
」
に
よ
っ
て
、
財
政
赤

字
を
出
す
こ
と
な
く
、
現
在
ま
で
財
政
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
れ
か

ら
の
財
政
運
営
は
、「
行
財
政
改
革
」
の
推

進
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
日
常
生
活
の
中
で
、
毎
月
の
収
入
か
ら
生
活
費
や
ロ
ー
ン
返
済
、

貯
金
な
ど
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
や
り
く
り
し
て
、
生
活
設
計
を
立
て
て
い
ま
す
。

実
は
御
船
町
も
同
じ
な
の
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
設
計
の
た
め
に
お
金
を
や
り
く

り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
中
身
を
一
緒
に
の
ぞ
い
て
見
ま
し
ょ
う
。

赤
字
に
な
ら
な
い
た
め
の
工
夫

稼
げ
る
お
金
の
町
税
や
負
担
金
、
利
用
料
な

ど
自
主
財
源
の
割
合
が
低
く
、
財
政
力
は
高

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
国
か
ら
の
仕

送
り
に
頼
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
国
か

ら
仕
送
り
が
少
な
く
な
れ
ば
、
財
政
へ
の
大

き
な
影
響
が
心
配
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る

意
味
で
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
町
税
の
収
納

率
ア
ッ
プ
が
重
要
と
い
え
ま
す
。

　

最
後
は
経
常
収
支
比
率
で
す
。
家
庭
で
い

う
食
費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
生
活
費
を
引
い

た
残
り
の
お
金
が
い
く
ら
自
由
に
使
え
る
か

を
示
す
も
の
で
す
。
こ
こ
数
年
は
、
生
活
費

を
切
り
つ
め
た
こ
と
で
、
自
由
に
使
え
る
お

金
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
賢
い
節
約

が
望
ま
れ
ま
す
。

　

御
船
町
の
平
成
21
年
度
決
算
は
黒
字
と

な
り
良
好
な
状
態
で
し
た
が
、
果
た
し
て
財

政
力
（
家
計
）
は
本
当
に
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
、
町
の
貯
金
や
借
金
な
ど
を

み
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
基
金
か
ら
で
す
。
毎
年
少
し
ず
つ

貯
金
積
立
を
し
て
き
た
結
果
、
21
年
度
末

残
高
は
約
14
億
1
千
万
円
ま
で
増
や
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
御
船
小
学
校
建
替
事

業
や
都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
な
ど
の
大

型
事
業
が
見
込
ま
れ
、
財
源
不
足
が
発
生

す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
い
ざ
家
計

の
や
り
く
り
に
困
っ
た
時
に
取
り
崩
さ
れ
る
の

収
入
ア
ッ
プ
と
賢
い
節
約

　経常収支比率は、市町村が自由に使えるお金（財
政構造の弾力性）を示す数値です。経常収入（町
税、普通交付税など一般財源）で収支均衡が正常に
保持されているかを判断します。町村では、70㌫以
下が望ましいとされています。町では毎年下降して
いるものの、県内平均も含めて、依然として高水準
です。引き続き、消耗品費や光熱費、人件費など義
務的経費の削減、税の収納率向上が必要です。

が
基
金
で
す
。
財
源
不
足
の
発
生
に
備
え
て
、

よ
り
多
く
の
基
金
積
み
立
て
が
あ
れ
ば
安
心

と
い
え
ま
す
。

　

続
い
て
、
地
方
債
で
す
。
公
共
施
設
や
道

路
、
上
下
水
道
な
ど
の
設
備
投
資
に
は
巨
額

の
お
金
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
都
度
、
国
や

銀
行
な
ど
か
ら
お
金
を
借
り
入
れ
て
い
ま

す
。
21
年
度
末
残
高
は
約
1
2
4
億
2
千
万

円
で
す
が
、
返
済
も
順
調
で
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
短
期
間
に
設
備
投
資
が
集
中
す

れ
ば
、
借
金
は
ま
た
膨
れ
あ
が
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
な
る
べ
く
緊
急
性
の
低
い
事
業
は
後

年
度
へ
先
延
ば
し
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要

と
い
え
ま
す
。

　

次
に
財
政
力
指
数
で
す
。
御
船
町
は
自
ら
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数
値
が
低
い
ほ
ど
弾
力
性
が
あ
る
↓
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健  康健  康 財政健全化判断比率財政健全化判断比率財政健全化判断比率

借金返済と負債残高がやや不健康借金返済と負債残高がやや不健康
　財政健全化判断比率は、市町村財政の健康状態を
みる数値です。数値が早期健全化基準を上回ると、
財政健全化計画を作り、実施状況の報告や公表が必
要となり、財政再生基準に達すると国の管理化にお
かれ、市町村でお金が自由に使えなくなります。
【実質赤字比率】･････普通会計の財政運営からみる

赤字額の比率。
【連結実質赤字比率】･すべての会計の財政運営から

みる赤字額の比率。
【実質公債費比率】･･･借金の返済額などの割合をみ

る比率。
【将来負担比率】･･････町の負債残高から将来財政へ

の圧迫度をみる比率。

財政再生
基準

早期健全化
基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

0.0 0.0

15.4

103.125.020.015.0

350.0

[参考資料]総務省｢財政比較分析表｣

35.040.020.0

体  力体  力 財政力指数財政力指数財政力指数

県平均を下回る財政基盤の弱さ県平均を下回る財政基盤の弱さ
　財政力指数は、市町村の体力（財政能力）を示す
数値です。数値が高いほど、財政力が強固で積極的
な行政活動が可能とされ、1.0を超えると国からの地
方交付税が不交付となります。町では毎年上昇傾向
にありますが、県内平均を下回る状況が続いていま
す。この背景には、景気低迷や町内に中心産業など
がないことで財政基盤が弱いと考えられ、企業誘致
などが求められます。
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借  金借  金 地方債（町債）地方債（町債）地方債（町債）

借金残高は約124億2千万円借金残高は約124億2千万円
　町には、一般会計や下水道事業、水道事業、緑の
村運営事業などの地方債があります。地方債は、事
業ごとの借金で、ローンを組んで毎年返済していま
す。21年度末借金残高は、約124億2千万円となって
います。町民一人あたりに計算すると、約68万円の
借金を背負っている計算です。下水道事業と水道事
業は、13年度をピークに緩やかな減少傾向となって
います。
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200億
180億
160億
140億
120億
100億
80億
60億
40億

10年度末地方債残高
約117億5千万円

21年度末地方債残高
約124億2千万円

15年度末地方債残高
約127億2,600万円

18億
16億
14億
12億
10億
8億
6億
4億
2億

10年度末基金残高
約4億7,400万円

21年度末基金残高
約14億1千万円

15年度末基金残高
約11億1,400万円

貯  金貯  金 基  金基  金基  金

貯金残高は約14億1千万円貯金残高は約14億1千万円
　町には、財政調整基金や地域福祉基金、ふるさと
応援基金など、6項目の基金があります。基金は、
目的に応じて利用できる貯金です。21年度末貯金残
高は、約14億1千万円となっています。町民一人あ
たりに計算すると、約7万7千円の貯金が溜まってい
る計算です。10年度末残高の約4億7,400万円から、
約10年間で約10億円の貯金をコツコツと積み立てて
います。
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※県ランキングは地方債残高が多い順位で掲載。


